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＃書評

“試験対策”を超えて実践的知識を学べる
「日本版MKSAP」

評者│濱口杉大 福島医大教授・総合内科

　私の所属部署では抄読会で、米国内科学会が発行する臨床問題集『MKSAP
（Medical Knowledge Self-Assessment Program）』を解いて勉強している。そ
の素晴らしさは MKSAP を知るものすべてが実感していることであろう。

『THE 内科専門医問題集』を手に取り実際に解いてみると、まさにこれは「日
本版 MKSAP」であった。

臨床で使える実践的知識をスマホでどこでも学習できる

　構成を見ると、一見、内科専門医試験対策のための問題集と思われるが、問
題の質が高く、臨床現場で多く遭遇するポイントに焦点が当たり、まさに実践
的な問題集となっている。そのうえ WEB 版がついていてスマートフォンから
も問題が解け、どこにいても学習することが可能である。
　これまでの内科の試験問題集は、「知識」を想起することに焦点が当たって
いた。時には、一般内科医として臨床現場であまり遭遇しないような、かなり
専門的な知識を問う問題があったりした。そのような知識をつける問題集も必
要である一方で、あくまで試験合格のための問題集となってしまい、現場で実
践的に使用できるかは疑問である。文法が満点でも英語がうまく使えないこと
に似ている。
　問題を解けば解くほど、ただの内科専門医試験対策の問題集ではないことが
わかってくる。編集や執筆をされた先生方の総合内科的能力が極めて高いこと
がうかがわれる。内科専門医試験対策を超えており、2 冊解き終えたあとには
試験対策はもとより、内科臨床の広い範囲の実践的知識が身につくだろう。専
攻医だけでなく、すべての内科医にお薦めの 1 冊と考える。�

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

02
1

2026/09/24 10:16:38


